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森

耕

第

二

勢

働

生

産

力

と

労

賃

と

の
関

係

さ
き
に
も
述

べ
た
る
如
く
、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
」
.

値
を
増
加
す
れ
ぜ
あ
慣
値

の
増
加
を
意
味
し
な

い
。

輩
位
の
償
疽
を
減
す

る
こ
だ
、
な
る
か
ら
、
勢
働
力
の
生
産
費
も
繁
く
な
り
、

が
下
が
る
、
ε
云
ふ
の
で
め
る
。

は
、
常

に
有
用
的

具
膿

助
勢
働

(
Z
・壽
一凶魯
9

ぎ

葺

。
冨

〉
「σ
。己

〔
抽

象
的
人
間

労
働

》
吾
卑

)
に
謝
す

〕
の
生
産
力

の
意

味

で
あ

っ
て
、

事
實

上
、
或

る
.
一
定

の
期

間
内

に
於

て
、

螢

む
生
産

活
動

の
作
用

強
度

の
み
を
決

定
す

る
も

の
で
あ

る
。

し
て
、
よ
b
豊

富
な

る
或

は
よ
り
貧
弱

な
る
生
産

物
源

泉

芝
な

る
。
之

に
反

し

て
、

騰

現
す

る
勢
働

そ
の
も
の

に
射

し
て
は
何
等

の
影
響
を

も
與

へ
繊
。
生
産
力

な

る
も
の
は
、

的

形
態

に
属
す

る
も
の
で
あ

る
か
ら

、

何
等

の
關
係
を

も
有

セ
諏

こ
ε

一、
な

る
。
」

「
随

っ
て
生
産
力

は
如

何

に
攣

じ
て
も
、
同

　
期

間

の
間

に
は

、

す

る
。

二

郎

同

}
.期
間
.内
に
於
.け

る
轡
働
生
産
力
の
増
進
は
、
使
用
償

随

っ
て
勢
働
生
産
力
の
増
進
は
そ
れ
丈
け
聲
働
生
産
物

の

}

-勢
働
力
の
僧
値

が
低
下
し
、
勢
賃

今

こ
の
こ
ご
を
更

に
仔
細

に
吟
味

せ
ん
に
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
b

て
は
、
「
生
産
力

ε

(》
げ
旨
p
耳

目
Φ臣
。窪
。
『
ω

】
定
の
目
的
を
以
て

故
に
有
用
的
勢
働
は
其
生
産
力
の
増
減

に
正
比
例

生
産
力
の
攣
化
は
、
贋
値

に

勢
働
の
具
艦
的
有
用

此
の
具
艦
的
有
用
的
形
態
か
ら
抽
象

せ
ら
れ
る
時
は
、
最
早
其
勢
働

ε
は

同

一
勢
働
は
常
に
同
じ
大
き
さ
の
横
位
を
産
出

乍
併
同

一
期
間
の
間

に
於
て
生
す

る
使
用
慣
値
の
量
は
種
々
異
な

っ
て
み
る
。
帥
ち
生
産
力
が
増
進
す
れ
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「

ば
多
量
の
使
用
債
値
を
生
す

る
が
、
生
産
力
が
低
減
す
れ
ば
少
量
の
使
用
衝
直
し
か
生
じ
な

い
。
さ
れ
ば
夢
働
の

豊
慶
を
増
大
し
、
階

っ
て
勢
働
よ
り
生
す
る
使
用
償
直

の
分
量
を
増
大
す
る
所
の
右
の
生
産
力
の
攣
化
は
、
そ
が

其
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
時
間
の
総
膿
を
短
縮
す
る
.時
は
、

こ
の
増
大
し
た
る
使
用
償
値
総
量
の
債
値

の
大
さ
を

減
す
る
の
で
あ
る
。
反
射
の
場
合
は
反
封
の
結
果
を
生
す

る
㎝」

も

り

勢
働

の
生
産
力
が
人
な
れ
ば
人
な
る
程
、
よ
り
僅

か
な
勢
働
が
生
産
物
の

一
定
量
に
費
さ
れ
、
從

っ
て
生
産
物

コ

へ

も

へ

の
償
値
は
よ
り
少
な
く
な
る
。
勢
働

の
生
産
力
が
小
な
れ
ば
小
な
る
程
、
よ
り
多
く
の
勢
働
が
生
産
物

の

↓
定
量

に
醗
化

七
、
從

っ
て
其
横
面

は
ボ
ゲ
大
き
く
な
る
。
例

へ
ば
紡
績
業

に
於
て
、
手
紡
車

で
紡

い
で
居
た
勢
働
生
産

力
の
極

め
て
低
か

つ
π
手
工
業
時
代
に
於
て
造
ら
れ
た
綿
総
の

一
定
量
は
、
近
代
の
生
産
手
段
及
生
産
方
法
を
以

て
、
短
聴
聞

の
中
に
莫
大
な
る
綿
綿
量
を
生
産
す
る
能
力
を
有
す
る
現
代

の
紡
績
工
場
に
於
て
、
生
産
せ
ら
れ
た

サ

マ

リ

リ

　

も

リ

カ

　

し

り

も

る
綿
総

の
同
じ
量

よ
り
幾
百

千
倍

の
償
直

を
有

っ
て
み

る
で
あ
ら
う
。

か
く
て

「
商

品

の
贋
疽

は

こ
れ
が
生
産

に

艀

婁

雰

鼻

黜

陟

審

卿
い
あ

春

樹
潟

郭

謬

謬

忍

露

學

ボ
⑱」芸

ふ
一鶴

法
則
が
成
り
立

つ
。
.
.

、

さ
て
勢
働
力

の
償
値
は

「
定
の
生
活
資
料
の
儂
値

に
よ
っ
て
決
定

せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.其
生
活
資
料

の
憤
値
が
擦
.働
生
産
力

の
増
大
に
件

ふ
て
低
減
す
る
ε
き
は
、
當
然

に
勢
働
力
の
償
嬉
が
減
す
る
。
即
ち

う
勢
働

生
産
力
の
増
進

脳
、
勢
働
力
の
慣
億
を
低
落

し
、
そ
れ
ε
共

に
鯨
剰
債
確
を
増
大
す
.る
が
、
共
反
封

に
勢
働
生
産

力

の
減
少
は
沸
労
働
力
の
償
値
を
増
大
し
飴
剰
債
値
を
低
減
す
る
一
、
ざ
云
ふ
こ
ε
に
な

る
。

並

に
注
意
を
要
す

る
は
、
欝

生
産
力
の
憂
化

に
件

ふ
て
愛
化
す

る
の
は
、、生

活
資
料
の
贋
値
で
あ

っ
て
其

分

説

苑
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苑

労
働
生
産
力
ミ
勢
賃

第
+
七
巻

(第
五
號

一
一二
二
)

七
三
〇

量
で
は
な

い
芸

ふ
こ
ξ
で
あ
る
。
勢
働
生
産
力
の
増
進

に
よ
つ
て
生
活
資
料
の
債
匝
は
低
減
す

る
が
、
真
勇
量

は
不
攣
で
あ
b
得
る
。
帥
ち
勢
賃
は
下
が

っ
て
も
、
そ
れ
に
依

っ
て
購
買
し
得

る
生
活
資
料

の
分
量
は
同
じ
で
め

る
。
.
.
否
現
實
の
事
實

こ
し
て
は
其

分
量
は
増
加
す

る
こ
ご
が
あ
り
得

る
で
あ
ら
ヶ
。
彼
は
云
ふ
。

「
此
分
量
自
賠
…(生
活
資
料
の
)は
、
勢
働
生
産
力
の
増
進
す
る
ε
き
舟
勢
働
力
債
格
巴
鯨

剰
榔償
笹

ざ
の
間

に
何

等
の
大
小
型
化
な
く
し
て
、
労
働
者
及
資
本
家

の
隻
方
に
射

し
て
同
時
に
同
じ
比
例
で
増
大
し
得
る
,
最
初
の
勢

働
力
の
慣
値
は
三
志
、
必
要
勢
働
時
間
は
⊥
蒔

聞
で
あ
り
、
飴
剰
債
値
も
同
様
に
三
志
、
飴
剰
螢
働
時
間
も
六
時

ち

み

も

も

り

い

ヤ

マ

も

い

も

も

へ

問

で
あ
る
ε
す
れ
ば
、
勢
働
日
の
分
割
に
攣
化
な
き
限
り
、
勢
働
生
産
力
が
倍
増
し
て
も
、
静
観
力

の
償
格
ε
鯨

剰
債
値

ξ
は
攣
は
ら
す
に
る
る
で
め
ら
う
。
唯
隻
方
の
昏
々
は
二
倍
大
の
、
併
し
そ
れ
丈
け
安
偵
ε
な
り
た
使
用

慣
値
に
於
て
表
現
さ
れ
π
に
止
ま
る
。
掛
倒
力
の
横
路
は
愛
は
ら
な

い
に
し
て
も
、
そ
れ
は
勢
働
力
の
償
値
以
上

に
昇

つ
花
・
ε
に
な
る
で
蜜

　
。
天
爵

力
の
膿

は
低
落
し
て
も
、
新
盤

慧

っ
て
與

へ
ら
れ
砦

一
志

牢

て
う
最
低
限
界
迄
低
落
せ
す
、
二
志
宇
な
り
二
志
六
片
な
り
迄
の
低
落
に
止
ま
る
嬉
き
は
、
此
低
落
せ
る
傾
幣

は
依
然
{
し
て
爾
増
大

せ
る
生
活
資
料
の
分
量
を
代
表
す

る
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
勢
働
力
の
儂
格
は
勢
働
生
産
力

の
鍵

捧

繕

集

低
落
す
る
も
、
回
歴

鶴

者
の
生
活
轟

は
絶
え
ず
興

し
得
る
・と

が
あ
り
得
る
。

ノ

併
し
相
対
的
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
鯨
剰
債
櫨

ご
比
較
す
る
時
は
、
勢
働
力
の
横
位
は
絶
え
ず
低
落
し
、
か
く
て

勢
働
者
-し
資
本
家
ご
の
間
の
生
活
地
位
の
溝
渠
は
措
大
す
る
で
あ
ら
う
。
」

乍
併
か
く
の
如
き
勢
働
力

の
債
格
が
領
値
よ
り
上
に
離
れ
て
み
る
零
云
ふ
債
億
ご
債
格
(交
換
償
値
)
だ
の
乖
離

は
-
経
済
的
な
ら
ぎ
る
他
の
事
由
例

へ
ば
肚
會
的
輿
論
国
家
権
力
又
は
勢
働
者
の
團
艘
的
抗
争
等
に
よ
っ
て
干
渉

1).Marx,Das・Kapital,1・
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せ
ら
る

、
場
合
.は
姑
く
措

き
、
自
然
的
に
は
長
期
に
亘
り
て
見
る
を
得
な

い
現
象
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
其
其
例
外

カ

ヘ

コ

の

「
例
こ
し
て
は
、
世
界
市
場
に
於

て
、
生
産
力
の
よ
り
大
な
乃
国
民
が
、
競
争
上
の
商
品
の
販
費
慣
格
を
ぱ
、

も

へ

其
商
品
の
債
直
進
低
減
す
る
こ
ξ
.を
鯨
儀
な
Σ

れ
な

い
場
合
に
は
、
生
産
力
の
よ
り
人
な
る
国
民
的
勢
働
は
、

同
様

に
能
率
の
、よ
ゲ
大
な
る
國
灰
的
勢
働

`
し
て
計
算
に
入

る
。
随

っ
て
労
賃
は
勢
働
力
の
.債
値
よ

り

離

れ
.得

の

る
場
合
を
擧
げ
得

る
。
猶

ほ

か

、

る
場

合

に
は
、
勢

働
者

の
生
活
標
準

を
高

め
得

る
機
會

が
與

へ
ら

る

、
こ
ε

、
な

り
、
労
働

力

の
債
値

が
高

ま
り
、
勢
賃
を

そ

の
ま

、
に
維
持

し
て
行
く

こ
ε
が
可
能

`
な

る

こ
ご
も
め

る
で

あ
ら
う
。

こ

＼
に
労
働

生
産
力

の
増
進

に
よ

っ
て
、
勢
働

ガ

の
償
値

が
低
減
す

る
ε
云

ふ
は
、「
勢
働
生
産
力

の
増

進

が
、

必
要
生
活
葛

縄

慰

旙
し
随
っ
て
勢
働
力
の
債
値
の
要
素
を
形
づ
急

所
の
生
産
部
門
に
於
て
爲
さ
れ
、
随

っ
て
蕎

品
の
儂
婁

く
す
臨

倉

の
み
結
局
限
ら
れ
て
・
・
吻
」
妄

ふ
こ
妄

其
前
提
手

喝
、
㈲
・
.れ
は

前

に
生
活

費
粧

の
償
直

の
低
減

ざ
云

っ
て
み
る

こ
ざ
よ

り
明

で
あ
ら

う
。

ラ
　

註
同
様
の
文
句
は
左
の
個
所
ド
も
獲
見
さ
れ
ろ
。

く

.

雰

働
力
の
偵
箏

低
減
蒐

注

・
共
生
務

が
響

要

生
活
資
料
の
籍

に
畢

罫

、
餐

之
に
代
用
さ
れ
得
・
か
に
よ
9
、、
鶴

力
の
慣
纂

決
定
す
ろ
所
の
蘂

部
門
に
於
て
・
生
産
力
の
鍵

蓮

ろ
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ね
。
然
ろ
三

酉

叩
の
慣
警

、
そ
れ
に
撰

の
形

態

を
興

へ
る
労
働
の
分
量

に
玉

っ
て
決
定
さ
れ

る
の
か
な
ら
ず
・
同
様
に
其
生
産
手
段
に
含

ま
れ
て
み
ろ
夢
働
量
に
よ

つ
て
決
定
さ
れ

み
も
の
で
あ

る
。
例

へ
ば

一
足
の
深
靴

の
慣
値

1{
靴
屋
の
労
働
芝
草

や
靴
蠣

や
来
電
ご
外
債
値

障
依

っ
て
決
定
さ
れ

ゐ
。
さ
れ
ば
必
要
な

ゐ
生
活
資
料
の
産
出
に

要

す
ろ
不
製
資
本
の
實
材
的
要
素
即
ち
勢
働

要
具
及
労
働
剃
料
為
供
輸
す
る
所
の
、
産
業
に
於
け
る
生
産
力
の
揖
追
及
之
に
件
ふ
齎
臼叩
の
下
落

ば
、
.

ま
た
同
様

に
勢
働
力

の
慣
値
旭
低
減
す

る
り
で
あ

る
。
之

に
反
し
て
必
要
な

ろ
生
活
資
料
も
供
給
ぜ
す
ま
か
其
産
出
に
要
ず
る
生
産
手
段
も
供

給
ぜ

説

苑

勢
働
生
産
力

ミ
勢
貸

第
十
七
巻

(第

五
號

=
二
三
)

七
」一=

1).Marx,Das.Kapital,工,Bd.Volksaus.S.495.(高 畠 氏 課 本 第 一 巻 第.二 筋 五Q
-玉 具)

Marx,a.a.O.,S.267.(高 畠 氏 課 木 回 珊 一 五 頁)2)
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設

苑

勢
働
生
産
力

ぐL勢
賃

第
十
七
巻

(第
五
號
.
=
二
四
)

七
三
二

り

ざ

ろ
生
産
部
門
に
於
て
ば
、
生

産
力
の
増
進
は
勢
働

力
の
偵
値

た
翼
ず

る
・
.㌔ご

一1
な

い
o
」

「
我

々
11
1
労
働
生
産
力
の

一
鍵
化
11
、
-

}
時

的
の
例
外
ば
あ

る
が
1
1

た
父
其

鍵
化
の
行
ば
れ
ろ
産
業
部
門

の
生
塵
物
が
、
勢
働
者
の
慣
習

的
消
費
に
入
る
筋
合
に
の
み
、
勢
働
ガ
の
償
値
大
小
、
薩
っ
て
餓
剰
債
値
の
大
小
に
一攣
化
拒
生
ぜ
し
む
う
も
の
な
る
こ
ミ
心
知
ろ
3

か
く

マ
ル
ク

ス
は
勢
働

生
産

力

の
攣
化

は
逆

比
例

に
勢
働

力

の
儂
値

に
攣
化

を
齎
ら
す

こ
と

を
主

張
す

る
の
で

あ
る
が
、
已

に
辿

べ
た
る
如

く
彼
は
労
働

生
産

力

ε
勢

働
能
率

ε
を
別
個

の
魏
念

こ
し
て
み

る
か
ら

、
.、こ
の

こ
ε

は
勢
働
能
率

に
就

て
は

あ

て
嵌

ま
ら
な

い
。
彼

に
依

れ
ば
勢
働
能

率

の
愛
化

は
比
例
的

に
勢
働

力

の
償
値
随

っ
て

勢
賃

を
攣
化

せ
し
む

る
の
で
あ

る
Q

さ
き

に
も
述

べ
た
る
如

く
、
勢
働
龍
華

が
増

大
す

る

ご
云

ふ
は
、

同

↓
期
間

に
よ
り
多

く
の
勢
働

量
を
支
出
す

る
ε
云

ふ

こ
ε
を
意
味
す

る
。

だ

か
ら
能
率
大

な

る
勢

働
日
は
能
率

小
な

る
同
じ
時
間

の
勢
働

臼

に
比
.べ
て
よ
眺

多
量

の
生
産
物

に
艦

現
す

る
。

こ
の

こ
ε

か
ら

二

つ
の

こ

ε
が
考

へ
ら
れ

る
。

ラ一
勢
働
能
率

の
増
進

に
よ

っ
て
同

[
勢
働

日
が
よ
b

多

く
の
生
産

物

に
膿

現

さ
れ

る
が
、
勢

働
生
産
力
増
進

の

(
場
合

ご
異
な
り

亀
個

々
の
生
産
物

は
以
前

ε
同
量

の
勢

働
量

を
含

み
、
其
領
値

は
依

然

ε
し
て
同

一
で
あ

る
か
ら

、

・

そ
れ
武

け

に
於

て
は
勢
働
者

の
生
活
費

桝

の
償
値

も
愛

化

せ
す

、
随

っ
て
勢
働
力

の
贋
値

も
依
然
同

}
で
あ
ら

ね

ば
な
ら

撮
。

ヘ

へ

今
之
を
詳
言
せ
ん
に
、
同

}
勢
働

日
に
よ
り
多
く
の
生
産
物
を
生
産
す
る
こ
ε
は
、
猫
b
勢
働
能
率
の
増
大
し

た
る
場
合
し
の
み
限
ら
す
、
勢
働
生
産
力

の
増
進

し
た
る
場
合
に
於
て
も
亦
見
る
所

で
あ
る
。
然

る
に
個
々
生
産

物
の
債
値
は
後
者
の
場
合

に
於
て
は
低
落
す

る
。
な
せ
な
ら
ば
此
場
合
に
あ
り
て
ば
個
々
の
生
産
物

に
.盤
化
せ
る

')燈 　 pi鴫 　 繍 蹄 ・高灘 本髄 第無 一

2)Mar塩a.a・0.,9462.(高 岳 氏 課 木 回 冊 四 三 四 貢)



勢
働
最
は
以
前
よ
り
も
少

量
で
あ
る
か
ら
。
、・
の
こ
忘

前

に
詳
ヒ

述

べ
だ
通
り
で
あ
る
。
所
が
勢
働
能
率
の

増
進
す
る
場
合
に
は
、
個
々
の
生
産
物
は
以
前
ご
同
量
の
勢
働
を
含
ん
で
み
る
か
ら
真
贋
値
は
低
落
し
な

い
。
即

ち
此
場
合
に
ぽ
生
産
物
の
分
量
は
、
其
償
値

の
低
落
を
伴
は
す
し
て
増
大
し
、
生
産
物
の
分
量

ご
共

に
其
債
値
総

む

も

額
は
増
大
す
る
が
、
生
産
力
の
増
進

の
場
合

に
は
、
同

】
の
優
値
総
額
が
よ
り
多
量
の
生
産
物

に
依

っ
て
表
は
さ

れ
る
に
止
ま
る

の
で
あ
る
。

も

へ
　

ヘ

へ

「故

に
聴

阿
敬

に
攣

は
り

が
な

い
こ
す

れ
ば
、
能
率

の

よ
b
人
な

る
夢
働

日
は
、

よ
り
人

な

る
償
値
生
産

物

に
、

カ

へ

階

っ
て
貨
幣
償
値
の
同
じ
場
合
に
は
、
よ
り
多
く
の
他見
幣

に
艦
現
さ
れ
る
。
北
横
値
生
産
物
は
、
其
能
率
が
肚
曾

的
.卒
均
程
度
よ
り
離

る

、
に
從

っ
て
攣
化
す

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
同

一
勢
働
日
は
従
前

の
如
く

(勢
働
生
産
力

の
増
進

の
場
合
)
不
攣
的
債
値
生
産
物
で
な
く
、
可
愛
蘭
僧
値
生
産
物

に
依

っ
て
表
現
さ
れ
る
。
例

へ
ば
能
率
の

へ

も

よ
り
人
な
る
十
二
時
間
労
働
日
は
、
通
常
能
率
の
十
二
時
間
勢
働
日
の
如
く
六
志
で
な
く
七
志
な
り
八
志
な
り
に

の

依

っ
て
現
は

さ
れ

る
の
で
あ

る
。」

か
↑
勢
働
能
率

の
…増
進

に
依

っ
て
勢
働

生
産
物

の
量

が
増
加
す

る
`
共

に
、
其
積
憤

継
額
も
亦
増

加
す

る
も

の

で
あ

る
け
れ
こ
も

、
其

個

々
の
生
産

物
の
僧
　値

に
は
攣

は
b

が
な

い
か
ら
、

そ
れ
⊥欠
け
に

て
は
勢
働
力

の
償
値

、

償
格

は
依

然

窪
し

て
従
前

ε
同
じ

で
あ
り
、
能
率

の
増

幾

に
依

っ
て
増

加
し
た

る
横
位

の
全

部
は

、
だ

亨
資
本

家

の
餓
剰
僧
位

を
増

加
す

る

こ
ご

、
な

る
の
み

で
あ
ら

う
。

ラ

あ
も

二
然

る
に
斯

く

の
如

く

一
定
期
間

に
よ
り
多
く

の
労
働

の
支

出
を
意

味
す

る
勢
働
能

率

の
増
進

は
、

よ
b
多
く

ノ
な

あ

も

の
労
働
力

の
磨
滅

を
伸

ふ
。
此
磨
滅

を
補

填
す

る
が
爲

に
は

、
よ
り

多
く

の
轡
養
及
休
養

を
必
要

ビ
し
、
叉

か

、

醗

苑

勢
働
生
産
力
き
勢
貿

第
十
七
巻

(第
五
被

=
二
五
)

七
三
三

1).講 堵 附 言

2)Marx,DasKapital、1,Bd.Volksaus.S.461.(高 畠 氏 講 本 第 一.巻 第 二 珊 四 三 三.
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設
.
苑

労
働
生
産
力
注
勢
賃

第
+
七
巻
.
(第
五
號

=
二
六
)

七
三
四

る
能
率

の
増
進
を
獲

得
す

る
が
爲
に
は
、

「
定

の
激
育

修
.練
導
.を
必

要
.ε
す

る
で
あ
ら

う
。

こ
れ
ら
は

勢
働
力

の

贋
値
を

一
層
人

な
ら
し
む

る
も

の
で
あ

る
。
即

ち
勢
働

能
率

の
増
進
は

か
.、、
る
意
味

に
て
勢
働
力

の
償
値

を
増

加

せ
し
め
、
勢
賃

の
上
騰
を
齎

ら
す

も

の
で
あ

る
、

ε
云

へ
る
。
曲

謝

「
轡
働
目
の
領
値
生
産
物
が
例
へ
ば
大
志
か
ら
入
志
に
滑
大
す
ろ
時
、
此
慣
値
生
産
物
の
両
部
分
な
み
勢
働
力
の
償
挙

鍛

剰
慣
植
芝
だ

同

(
じ
程
度

に
し
ろ
異
な

っ
た
程
度

に
於
て
し
ろ
-
同
時

に
増
大
し
得

塾

ぎ

11
明
ら
か
で
あ
る
。
労

働
力
の
偵
蜂

臨

剰
値
値

ミ
は
、
偵
値
生
産
物
が

大
志
か
ら
入
志
に
轡
大
す
る
時
に
、
い
つ
れ
も
同
時
に
三
志
か
ら
四
志
に
堆
大
し
得
ろ
。
弊
働
力
の
偵
路
の
増
進
は
此
場
合
必
ら
ナ
し
も
勢
働
力
の

慣
絡
が
其
慣
値
以
上
に
滑
進
す
ろ
こ
芝
か
意
味
し
な
い
。
反
封
ド
そ
れ
に
勢
働
方
の
償
値
の
低
落
か
俘
ふ
ご
建
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
11
舞
働
力
の
償

も
も

り

格
の
増
蓮
が
労
働
力
の
よ
り
急
速
な
る
磨
滅
な
償
ば
ざ
る
場
合
に
い
つ
も
行
ば
れ
る
こ
こ
で
あ
る
。」

斯

し

て
勢
賃
は
勢
働
能

率

の
憂
化

に
鷹
じ

て
攣
動

ず

る
も

の
で
あ
る
が
、
各
国

に
は

　
定

の
孕
均
勢
働
能

率
が

あ

っ
て
、
此

能
率

以
下

に
降

る

ε
き
は
、
勢

働
は

一
商

品
を
生
産
す

る

に
當
り

、
胤
會
的

に
必
要
な

る
時
間

以
上

も

カ

を
要
し
随

っ
て
標
準
性
質

の
労
働
ε
し
て
は
計
算

に
入
ら

源
。
唯
労
働
能
率
の
国
民
的
卒
均
程
度
よ
り
よ
り
高

い

ヘ

へ

時

に
は
、
そ
れ
は
よ
b
多
く
の
償
値
を
産
出
す
る
も
の
ε
し
て
孕
均
能
率
以
上
に
支
抽
は
れ
る
の
み
で
あ
る
。
所

が
世
界
市
場

に
於

て
は
そ
う
で
な

い
。

、
「
勢
働
の
箏
均
能
率
は
國
毎

に
異
な
り
、
或
國
で
は
大
で
あ
り
或
國
で
は
小
で
あ
る
。

か
く
て
此
等
の
諸
々
の
國

晟
的
李
均
能
率
.ば
、
世
界
的
勢
働
の
卒
均
軍
位
を
其
尺
度
軍
位
ε
す
る
所

の

一
の
階
段
を
成
し
て
み
る
。
さ
れ
ば

ヤ

も

ヵ

ヤ

ヤ

へ

能
率
の
よ
り
人
な

る
国
民
的
勢
働
は
能
率
の
よ
り
小
な
る
も
の
に
比

べ
で
、
同

】
時
間

に
よ
り
多
く
の
貨
幣
に
表

ヤ

も

うユ

ラ

章

さ
れ

る
所

の
、

よ
り
多

く

の
贋
値

を
生
産

す

る
。
」

註(

し

た

う駐

同
じ
意
味

の
こ
ご
が
他
に
お
あ

る
。
「夢
働
能
奮
・が
凡
ら
ゆ

み
産
業
部
門

に
茂
て
同
時

に
叉
均
等
に
婚
進
す
み
ぐ」
す
れ
ば
、
新
た
な

る
.』
り
高

い

1)Marx ,DasKapital,1,Bd.Volk5au5.S,461-2・(高 畠 氏 謡 本 第 一 巻 第 二 冊 四

三 三 一 四 頁)

2)M・ ・a.。.0..S.495.(高 畠 氏 課 本 国 励 五Q四 二 五 頁)
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」

働
能
率

の
程
度
に
、
撹
常
の
肚
會
阿
標
準

程
度

ε
な
り
、
爲
め
に
時
間
的
大
小
乏
し
て
は
計
算

に
入
ら
な
く
な

る
で
あ
ら
う
。
併
し

か
、
ろ
協

賛
に

も
佃
野
働

の
準
均
能
率
程
度
ば
、
団
民

に
よ
り
嫌

々
で
あ
り
、
随

っ
て
互

に
異
な
れ
る
国
民
的
勢
働

日
に
封
ず
ろ
便
値
法
則
の
逼
用

(即

ち
債
航
法

リ

カ
モ

則
の
国
際
的
滴
用
)
に
.鍵
化
あ
ら
し
む

る
で
あ
ら
う
。

一
圃
民
の
能
率

の
人
な

る
労
働
11
ば
・
他
国

民
の
能
率

の
小
な

る
勢
働
日

に
比
し
ょ
り
高
音

り

貨
樽

に
依

っ
て
表
に
さ
れ
ろ
o
」

か

く

解

し

て

來

る

ご

.

屡

々

問

題

ご

ざ

る

、
所

の

、

か

の

英

国

濠

洲

米

國

等

に

於

け

る

勢

賃

が

、

佛

蘭

西

濁

逸

更

に
は
日
本
支
那
に
於
け
る
勢
賃

よ
り
も

一
掻

向
き
事
實
は
、
.疲

に
信

せ
ら

る
・
が
如
く
前
者

に
於
け
る
勢
働

ヘ

モ

生
産
力

の
程
度

の
よ
b
高

き
が

爲
で
は
な

く
し
て
、
其

國
民

の
勢
働

能
率

の
高

き
に
因

る
も

の
で
あ

る
こ

ご
を
知

ゆ

り
得

る
で

あ
ら

う
,
比
熱

起
就

て

マ
ル
ク

ス
は
資
本

論

策

一
巻
第

五
篇
第

二
十

章

「
労
賃

の
国
民
的

差
異
」

に
於

て
幾
多

の
例
離
を
擧
げ

て
説

明
し

て
み
る
が
、
藪

に
は

そ
れ

に
及

ぶ

こ
ε
を
控

へ
、

マ
ル
ク

ス
の

エ
イ
チ
、
ケ
リ

ー
に
謝
す

る
批

評

の

一
部
を
左

に
掲
げ

て
、
比

熱

に
閲

す

る
詮
索

を
止

め
る
で

あ
ら

う
。

-

「
エ
河

ナ

.
ヶ

り
一
は
其
最
初

の
経
済

學
著
書

の

一
な

る
「
弊
賃

率

に
就

て
の
研
究
」
に
於

て
、
異
な

れ
る
国
民

的

弊
賃

は

、
国
民

的
勢
働
日

の
生
.産

力

の
程

度

に
正
比
例

す

る
こ
ε
を
謹

明
し
、
此
国
際

的
關

係

か
ら

一
般

に
勢
賃

は
勢
働
生
産
力

に
準

じ

て
増
減
す

る
も

の
で
あ
る
ざ
云

ふ
結
論
を
引

き
出

そ
う

ご
し
て

み
る
。
假
り

に

グ
リ
ー
が

彼

の
慣
ら

は
し
で

あ
る
、
無
抵

利

且

つ
皮
相
的

に
掻
き
集

め
た
統

計
的
材

料
を

ゴ
ソ
チ
ャ

に
混

ぜ
合
は
す

こ
ε
を

せ
す

し
て
、
其

前
提
(
彼

の
出
獲

黙
)
を
謹

明
し
π
ご

し

て
も

、
鯨
剰

僧
位

の
生
産

に
聞
す

る
我

々
の
分
解

は
右

の

如

き
推
論

の
謬

妄
な
る
所
以
を

明

に
す

る
。
彼

が
事
物

は
實

際
彼

の
理
屈

通
b

に
な

っ
て
居

る
ご
主
張

し
な

い
黙

の

は

せ
.め

て

も

の

取

柄

で

あ

る

。
」

・

、

説

苑

労
働
生
産
力
ざ
労
賃

第
十
竜
巻

(第
五

號

一
三
七
)

七
三
五

一
述
英
国
ね

賂
頁

に

言
D
五
茄
ば
な
考

a

醐

竺

諜
M
四
此
償
よ
・
、M

)
)

)

)

-
n4

3

4
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識

苑

労
働
生
産
力
ε
勢
賃

第
十
七
巻

(第
五
號

=
二
八
)

七
三
六

以
上

マ
リ
ク
ス
の
誘
く
所

に
よ
り
、
勢
働
生
産
力
並

に
勢
働
能
率
ざ
勢
働
力
の
僧
値

蓬
の
關
係
に
就
て
、
其
大

要
を
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、

…
般
商
品
の
場
合

に
於
け
る
ε
同
様
に
、
彼
は
勢
働
力
の
債
値
ご
共
催
値

の
實
現
即

ち
現
實
勢
賃
ご
を
別
個
の
問
題
ε
し
て
販
扱

っ
て
み
る

(
こ
れ
は
彼
れ
の
研
究
方
法
の
特
長
で
あ
る
)
。

共
結
果

右
述

べ
陀
る
勢
働
力
の
憤
慨

ご
勢
働
生
産
力
ε
の
關
係
の
外

に
、
現
實
勢
賃

ご
勢
働
生
産
力

の
増
減
ざ
の
關
係
が

問
題
こ
な

っ
て
凍
る
。
そ
れ
は
資
本
蓄
積

の
進
行
、
勢
働
生
産
力
の
増
進

に
伴
う
て
、
現
實
勢
賃
が
勢
働
力
の
需

要
供
給

に
よ
り
如
何
に
酵
働
力
の
償
値
よ
b
離
れ
る
か
蓬
云
ふ
こ
ξ
で
b
る
。
彼
は
此
問
題
を
「資
本
論
」第
七
篇

第

二
十
三
章
「
資
本
制
蓄
積
の

一
般
法
則
」
に
於
て
詳
さ
に
論
じ
て
み
る
。
其
詳
細
を
紹
介
す

る
こ
ε
は
他

の
機
曾

に
譲
り
、
弦
に
は
極
め
て
其
大
要
を
述

ぶ
る
に
止

め
る
で
あ
ら
う
。

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
資
本
は
償
億
構
成
の
黙
よ
り
見
て
、
不
攣
資
本
、
可
攣
資
本

の
両
部
分
に
分
か
π
れ
、

其
技
術
的
構
成

の
黙
よ
b
見

て
生
産
手
段

、
勢
動
力
の
両
部
分
に
分
か
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
蓄
積
の
成
る

段
階
に
達
す
る
ご
、
勢
働
の
生
産
力
の
増
進
に
伴
う
て
、
資
本
の
技
術
的
構
成

に
攣
化
を
生
す
る
、
即
ち
生
産
手

段

の
分
量
ぱ
勢
働
力
の
分
量

に
比
較
し
て
増
加
す
る
結
果
、
資
本

り
償
億
構
成

に
そ
れ
が
反
映

せ
ら

れ
、
不
愛
資

本
は
可
攣
資
本
に
比
較
し
て
増
大
す
る
こ
ε

、
な
る
。
而
し
て
此
資
本
の
有
機
的
構
成

の
攣
化
は
、
曹
に
資
本
蓄

積

の
進
行
即
ち
砒
會

の
富
の
増
殖
ε
歩
調
を
揃

へ
る
の
み
で
な

い
、
否
寧
ろ
其
進
行
は
比
較

臆
な
ら
盟
程
速
や
か

で
あ
る
。
所
が
勢
働

の
需
要
は
総
資
本

の
大
小
に
依

っ
て
定
ま
ら
す
、
其
可
愛
資
本
の
部
分
の
大
小

〔帥
ち
勢
働

基
金
)
に
依

っ
て
定
ま
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
総
資
本

に
比
例
し
て
増
加
す
る
所

か
、
寧
ろ
資
本

の
増
大

す

る
に
作

れ
て
累
進
的

に
減
少
し
て
行
一
。
属
官
す
れ
ば
労
働
の
需
要
は
総
資
本
量
に
比

べ
て
相
対
的

に
、
叉
此

,



・

量
が
増
大
す
る
・
從

っ
て
加
速
度
・
減
少
す

る
・
の
で
あ
・
。

「
か
羅

集

が
興

す

る
葎

れ
て
、
義

よ

或

も

ヤ

リ
も
　

急
速
に
促
進
せ
ら

る

毒

愛
資
本
部

分
の
相
対
的
減
少
は
、
却

っ
て
鋳

に
、
可
愛
資
本
帥
ち
自
己
の

珊

雇
傭
手
段
の
増
加
よ
b
も

↓
暦
速
や
か
な
る
勢
働
者
人
口
の
絶
対
的
増
殖
な
る
か
の
如
く
見

へ
る
。
然
る
に
事
實

纈

・
寧
・
、
某

・
蓄
積
　

あ

　

己
・
勢

及
鵠

・
比
例
し
て
、
駕

　

・
噴
本
・
釜

据

増

.峰

則

謙
畿

難

灘

厳囎

巫躰黙
藻
郵
論
・経

義
膳
棚
騰
断

っ
て
、
・
三

曹
奮

ち
資
蒲

・
藁

馨

る
富
・
窪

。
必
鶴

箪

で
あ
る
`
共
に
、
某

制
薙

農

血

纒
詠

鼻

柱
否
資
本
制
生
産
方
法
の

↓
存
在
條
件
」
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
現
實
の
勢
賃
は
此
産
業
豫
備
軍
の
伸
縮
に
よ

っ

翻

て
動

か
さ
る

、
も

の
で
あ
る
。
彼

は
云

ふ
。

聞

「概
・
て
欝

の
一
鶴

覇

は
・
肇

藻

窟

期
轟

響

撃

・
所
・
・
肇

樵

軍
・
伸
轡

依
つ
・

輪

講儲
鵬
.

專
ら
調
節

ざ
れ
る
。
随

っ
て
そ
れ
は
勢
働
者
の
絶
対
酌
人
口
数
の
運
動
に
依

っ
て
貰
は
な
く
、
勢
働
者
階
級
が
現

肌

叢

無

偏
讐

に
分
割
さ
れ
る
箭

の
篇

・
換
{穿

れ
ば
過
剰
合

の
螺

的
鶴

の
譲

・
即
ち
過
型

U

瞬

・
が
或
・
吸
・
・
れ
或
鍵

讐

砦

程
度
接

・
て
定
…

の
で
…

.」

讐

即
ち
現
實

の
労
賃
は
、
産
業
循
環
の
周
期
的
攣
化

に
鷹
じ
て
、
産
業
豫
備
軍
が
相
動
的
に
増
加
す

る
時
は
下
落

鵡

忌

⑩

渇

し
、
減
少
す

る
ぐ」
き
は
上
が
る
ざ
云
ふ
こ
ε
に
な
る
。
而
し
て
こ
の
産
業
豫
備
軍
は
資
本

の
蓄
積

の
進
行

、
勢
働

欝
蟹

生
塵
力
の
増
進

ご
共

に
益
々
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「労
働
者
が
嬰
働
要
具
を
使
用
す
る
の
で
な
(
、
勢

M
六
M
M

働
要
具
が
勢
働
者
を
使
用
す
る
所

の
資
本
家
的
肚
會
に
於
て
は
.
勢
働
生
産
力
が
高
け
れ
ば
高
き
程

、
勢
働
者

の

D

④
句

読

苑

労
働
生
産
力
こ
弊
賃
.

第
十
七
巻

(第
五
號

=
二
九
)

七
三
七

」
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7

設

苑

舞
働
生
産
ヵ
こ
勢
.貧

窮
†
七
巻

(第
五
號

一
24
Q
)

七
三
八

雇
傭
手
段

に
謝

し
て
の
屡

迫
は
益

々
大

で
あ
り
、
階

っ
て
彼
等

の
生
存

修
得
、
即

ち
他
人

の
富

の
増
殖

叉
は
資

本

り

の
自
己
増

殖

の
偶
に
す

る
彼
等
自
身

の
勢
働

力

の
販

費

は
益

々
不
安
定

ε
な

る
に
至
る
の
で
あ

る
。
L

要
す
.る

に
勢
働

力

の
償
値

の
場

合

ご
同
じ
く
、
現

實

の
勢
賃

は
其

勢
働

生
産
力

ε
の
關
係

に
於

て
、
そ
れ

ε
空

然
反
封

に
立

て
る
も

の
で
あ

っ
て
、
郷
貫

は
勢

働
生

産
力

の
増
進

に
俘

ひ
、
常

に
勢
働

力

の
僧
位

以
下

に
下
ら

ん

注
す

る
、
随

っ
て
文
勢
働
者

の
生

活
規
準

を
低
下
す

る
こ
ε
に
よ
り
勢
働
力

の
傾
値

を
下
落

せ
し
む

る
傾
向

が
あ

る
ε
云

ふ
の
で
あ

っ
て
、

マ
ル
ク

ス
は
英
国

に
於
け

る
幾
多

の
實
例

を
.爪
し
て
此

理
由

を
鐙
明

せ

ん

ε

b

て

る

る
。

か
く
て
彼

の
勢
賃
論

は
あ
く
迄
も
労
働
者
階
級

に
饗
し
悲
観
的

で

あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら

澱
。

結

論

以
上
私
は
、
勢
働
生
産
力
の
増
進

に
伴
ひ
勢
賃
も
亦
増
加
す
る
こ
の

一
般
に
通
用
す

る
所

の
説
に
疑
を
抱
き
、

此
黙

に
關
し
て
全
然
反
封
に
立
て
る

マ
ル
ク
ス
の
風
説
を
紹
介
し
了

へ
た
。
彼

に
依
れ
ば
勢
鋤
生
産
力
の
増
進

に

俘
ひ
、
反
封

に
勢
賃

は
下
落
す

る
ご
云

ふ
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
然

る
場
合
は
次
の
三

つ
に
分

つ
こ
嬉
が
出
来
る
。

其

一
は
、
労
働
生
産
力
の
増
進

に
よ
り
生
活
資
料
の
債
値
が
減
じ
(生
活
資
料
の
分
量
に
増
減
な
く
し
て
)勢
働

力
の
慣
値
、
從

っ
て
共
催
格
(
勢
賃
)
が
下
鳴
す

る
場
合
。

其
二
は
、
労
働
生
産
力
の
増
進
-

資
本
蓄
積
の
進
行
一

資
本
の
有
機
的
組
成
の
攣
化
一

産
業
豫
備
軍
の

増
大
に
よ
り
、
現
實
労
賃

が
勢
働
力
の
債
値
以
下
に
下
る
場
合
。

其
三
は
、
右
の
場
合
勢
働
者
の
生
活
基
準
が
低
下
せ
ら
れ
、
即
ち
生
活
資
料

の
分
量
が
減
少
し
て
勢
働
力
の
償

1)Marx,DasKapital ,1.Bd.Volksau5,S,

頁)・

582.(高 島 民 課 本第 一 巻 第三 ・肋・一 五 六
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値
の
下
が
る
場
合

(
生
活
資
料
の

一
単
位
の
儂
値
は
下
落
せ
す
ご
も
)
で
あ
る
。

か
く

て
勢
働
者

の
境
遇
は
、
現
今
の
資
本
主
義
制
度
の
存
続
す
る
限
り
、
極

め
て
悲
観
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
彼
は
云
ふ
、
「
　
極
に
於
け
万
富
の
蓄
積
は
、

同
特

に
其
劃
極
換
言
す
れ
ば
、

自
己
の
生
産
物
を
資
本

ε
し

て
造
る
所
の
階
級
側

に
於
け
る
、
窮
乏
勢
働
苦
奴
隷

の
境
趨
無
知
動
物
化
道
徳
的
頽
塵
等
の
蓄
積

で
あ
る
、
」
ε
。

資
本
主
義
制
度
の
勃
興
以
後
の

　
般
入
口
の
増
加
は
未
だ
嘗

っ
て
見
な

か
つ
だ
程
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
増
加
し
た
の
は
轡
働
生
産
力
の
増
進

に
基
く
富
の
増
加
、
蓄
積
で
あ
ら
う
。
而
も
現
實

の
労
賃
随

っ
て
勢

働
者
の
境
遇
が
、
此
増
大
し
た
る
生
庵
力

に
追
蹤
し
た
る
事
實
を
見
な

い
。
勢
働
者
階
級
の
境
遇

は
依
然
ざ
し
て

窮
迫
の
裡
に
め
る
。
看
述

べ
た
る

マ
ル
ク
ス
の
勢
働
生
産
力
ご
労
賃

こ
の
關
係

に
就

て
の
所
説
は
、
か
の
勢
賃
鐵

則
、
労
賃
基
金
説

に
代
は
る
も
の
ご
し
て
、溢
般

の
事
情
を
最
も
よ
く
暗
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
(完
)

説

苑

労
働
生
産
力
ご
労
賃

第

十
七
巻

(第
五
號

「
四

「
)

七
三
九
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